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臨床データの分析（２） 

2x2 分割表を用いた EBM を得るためのメタ分析法 

メタ分析結果と用語の説明 

 



 

 

Meta-Analysis に使用される用語と計算式 

○control event rate(CER)：対照群のイベント発生率。b/(b+d) 

○experimental event rate(EER)：治療群のイベント発生率。a/(a+c) 、感度と同じ。 

○absolute risk reduction(ARR) 絶対リスク減少率：対照群のイベント発生率(CER)と

治療群のイベント発生率(EER)の差。ARR＝CER－EER。 

○ARR９５％CI の計算式 

  

 

 

○confidence interval(Cl)：信頼区間。真の値を含むことが期待される区間、試験結

果の範囲を指す。信頼区間は母集団と試験間のサンプリング誤差を示す。 

○positive predictive value(+PV)：陽性適中率。検査が陽性の時に疾患を有する確

率。a/(a+b) 

○negative predictive value(-PV)：陰性適中率。検査が陰性のときに疾患のない確

率を指す。d/(c+d) 

○number needed to treat(NNT)：治療必要数。1人の悪いアウトカムを避けるために

治療が必要な患者の数。NNT は ARR の逆数。NNT=1/ARR。 

○NNT の９５％信頼区間：１／（ARR の95％信頼区間） 

○odds オッズ：イベントが発生しないものと、イベントが発生したものとの比率。ある

疾患の非イベント発生率は 0.9 であり、イベント発生率が 0.1(10%)の場合、オッズは

± /1.96×
CER× １－CER

対照群の患者数
＋
EER× １－EER

治療群の患者数



9：1。オッズ比 OR ＝ ad／bc   ・・・症例対症研究の場合 

○patient expected event rate(PEER)：患者イベント予想率。自分が診療している患

者の、あるアウトカムについてのリスクの予測率。 

○post-test probability：検査後確率。検査の結果が判明した後に患者がある疾患

である確率。検査後オッズ／（検査後オッズ＋１） 

○pre-test probability：検査前確率(有病率）。検査に先立って患者が疾患をもつ確

率。(a+c)/(a+b+c+d) 

○prevalence：有病率。ある母集団のある疾患のベースライン・リスク。 

○relative risk(RR)：相対リスク/相対危険度/相対危険率(もしくは risk ratio：リスク

比)。治療群のイベント発生率と、対照群のイベント発生率の比。RR＝EER／CER。 

○相対リスク RR ＝ ｛a／(a+b)｝／｛c／(c+d)｝  ・・・ランダム化比較試験、 

                       あるいはコホート研究の場合 

○relative risk reduction(RRR)：相対リスク減少率。治療群イベント発生率(EER)が対

照群イベント発生率(CER)に比較してどの程度減少するかの比率。RRR=(CER－

EER)/CER。 

○risk：ある患者もしくは患者群でイベントが発生する確率。リスクは１以下で小数あ

るいはパーセンテージを用いて表記 (0.25=25%)。 

○sensitivity 感度：疾患をもつ人で検査が陽性になった割合。a/(a+c) 

○specificity  特異度：疾患のない人で検査が陰性になった割合。d/(c+d) 

○陽性尤度比：尤度比 likehood ratio、LR とは診断用検査の性能の包括的尺度。標

的疾患のある患者の検査陽性率(感度）と、疾患のない患者の検査陽性率（１－特

異度）との比率。LR-1=感度／（１－特異度）。疾患のある人が疾患のない人に比べ

て、どの程度検査が陽性になりやすいかを示す。 

○陰性尤度比：LR-1=（１－感度）／特異度 

○検査前オッズ：有病率／（１－有病率） 

○検査後オッズ：検査前オッズ×尤度比 

 

４分割表を作成するためのデータの収集法 

仮に、針治療に使用するハリ製品が、A1、A2の2つの機器で作成しているとする。い

ずれの機器からも不良品が生じることが解っている。2台から作成した針先の切れ味

の良品と不良品につて検討する。そこで２つの機器から作成した針の良品と不良品

の割合に統計学的に差があるか検定する。データの収集法としては、次の１，２，３ 

の３形式が考えられる。 

１．A1、A2で作成したハリ製品が別々の箱（B1、B2）に納められて居る。B1、B2の箱

の中から、ランダムンダムに200本づつ、合計400本の製品を抽出する。その結果、

B1の箱から5本の不良品、B2の箱から15本の不良品が見つかった。これをもとに４分



割表を作成すると次のようになる。 

 

                               良品      不良品     計 

                     A1      １９５         ５      ２００ 

                     A2      １８５        １５      ２００ 

                     計         ３８０        ２０      ４００         

 

２． A1、A2の機器から作られた製品の全てが１つの箱の中に混ざって入っている。こ

の中からランダムに400本を抽出する。この際、製品がA1で作成したものか、A2

で作成したものかを分別（あらかじめA1,A2の製品にマークが付けてなければ困

難）し、A1とA2の良品と不良品を数える。これをもとに４分割表を作成する。この

場合、A1とA2からの抽出数が同数になるとは限らない。 

                              良品      不良品      計 

                     A1      １６０         ５         １６５ 

                     A2      ２１８        １７        ２３５ 

                     計       ３７８         ２２        ４００ 

         

３. すでに良品と不良品に分けられている２つの箱から、良品をランダムに380個、不

良品を20本抽出する。良品と不良品の製品が A1、A2のどちらからのものか調べる。

但し、あらかじめA1,A2の製品にマークが付けてなければ困難）。A１とA２による製品

が各々200本ずつになるとは限らない。このときは、良品の集まりを一つの母集団、

不良品の集まりをもう一つの母集団と考える。 

 

                                良品       不良品      計  

                    A1          １７０        ７        １７７ 

                    A2          ２１０       １３        ２２３ 

                    計          ３８０       ２０        ４００         

 

以上のように３つのデータの収集法がある。A1と A2の違い、良品と不良品の違いの

関連を検定するのであれば、いずれのデータ収集法でも検定は可能である。 

データの集め方で、母集団の設定の仕方もそれに応じて変わってくる。 

χ2検定を行えば良い。 

 


